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Q1：人と動物の診療の一番の違いは何ですか？

A1：動物の場合、病期が進行するまで飼い主さんには気付きにくいので、とても調子が悪く

なってから連れてこられることが多いです。だから、すぐに検査結果を知る必要があり

ます。

Q2：最近では、イヌやネコにも糖尿病が増えていると聞いています。糖尿病のイヌ、ネコには

どれくらいの頻度で血糖検査を実施されていますか？

A2：インスリン量を決める際、血糖曲線を作成するために2～3時間おきに採血して血糖値を

測定します。何回も採血するので動物も嫌がって動くことがあります。必要な検体量が

少なければ、採血する側も楽ですし、動物にとっても採血がすぐに終わって負担が少なく

てすみます。検体量が少ないのは、動物への負担軽減にもつながると思います。

Q3：他に血糖値を迅速に診たいときとはどのようなときですか？

A3：子犬が虚脱状態で来院したときです。一般

スクリーニング検査の待ち時間を利用して

先に血糖検査を実施しています。

子犬は下痢や嘔吐をしたり、ただ食欲が無い

だけでも低血糖状態になりやすいので、その

ようなときはすぐに血糖値を診て糖を入れる

などの処置を施します。
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Q4：採血はどのように行いますか？

A4：頚静脈、橈側皮静脈、外側伏在（サフェナ）静脈からシリンジ採血をしています。

自己血糖測定用の採血器具では、思うように充分量の血液が採取できないことがあります

ので、確実なシリンジ採血を実施しています。

Q5：グルコース分析装置には、どのような事が求められますか？

A5 : まずは、微量の全血で測定できることが重要と思います。また、自己血糖測定機器では

データがばらつくことがあります。正確でなければ検査を行う意味がないので、生化学

分析装置との相関がよく取れていることが求められます。

Q6：外注検査をせず院内で検査をされる理由をお聞かせください。

A6 : 動物は自分の症状を訴えられない上に、病期が進行してから来院することが多いので、

すぐに必要な検査をして処置をすることが重要です。その場で処置を決めるために院内

検査は動物病院では必須です。

その場で全身状態の把握をして診断をつけることで、正確かつ適切な治療方針を定める

ことができるのです。

質の高い医療で、飼い主さんも含めて健やかな生活のお手伝いをしたいと思っています。

その一つとして、検査データに関しては、どちらの動物病院さんでも実施されていると

思いますが、院内で検査したデータをカルテに添付し、分かりやすく説明できるように

しています。
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